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２００７年１０月２日

帝人と米カーギル社がジョイントベンチャー設立

ネイチャーワークス社に共同出資

帝人株式会社（本社：大阪市中央区、社長：長島 徹）と米国カーギル社（本社：米国ミネソタ州ミネアポリス、Chairman of the Board, Chief Executive Officer & President：Gregory R. Page）は、１０月１日、１００％植物由来の「ＮａｔｕｒｅＷｏｒｋｓ®」バイオポリマーのメーカー、ネイチャーワークスＬＬＣ（本社：米国ミネソタ州ミネトンカ）に折半出資することで合意しました。同ジョイントベンチャーは、関係当局の認可後、正式に発足することになります。

グローバル規模でポリマーを製造する帝人とカーギル社が提携することにより、両社は、今後、ネイチャーワークス社のグローバルな売上拡大が加速し、製品がプラスチックおよび繊維の幅広い市場に向けて拡大していくことを期待しています。また、このたびの提携により、ネイチャーワークス社の米国のＰＬＡポリマープラント（世界初で最大規模の商業用製造施設）は生産能力を拡大する計画です。

帝人は、人と地球環境に配慮した化学技術の向上と、社会と顧客が期待している解決策を提供することにより本当の価値の実現を目指しています。市場において著しい成長を示しているネイチャーワークスのＰＬＡポリマーは、帝人およびその顧客にとって価値のあるビジネス領域であり、帝人が有する繊維、フィルム、プラスチックコンパウンドにおける用途開発技術は、それぞれの分野での新市場開拓に貢献することができます。また、今後のさらなる生産拡大に向けても大きな役割を果たすことが期待されます。

ネイチャーワークス社は、２００５年以来、米国、欧州、アジアで１００を超える有名ブランドや小売業とのビジネスを通じて著しい成長を記録しました。現在は、硬軟両タイプの生鮮食品用パッケージ、耐久消費財、飲料用パッケージ、衣料、ホームテキスタイル、パーソナルケア、衛生用品などの「Ｉｎｇｅｏ®」ブランド製品分野でプロダクトイノベーションを実現しています。

なお、ネイチャーワークス社の本社および経営陣は引き続きミネソタ州ミネトンカで変わりありません。また、経営幹部の異動などは予定していません。

【帝人株式会社 長島 徹 社長 のコメント】

「カーギル社への理解が深まるにつれ、ネイチャーワークスのＰＬＡポリマーおよびその他のバイオ由来製品に対して長期的なコミットメントを持つことに感心させられた。帝人グループは先般『環境経営宣言』を行い、『環境経営』戦略をグローバルに展開していくためにふさわしい投資先を求めていたが、ネイチャーワークス社はまさに最適であった。両社の連携により、ＰＬＡポリマー事業のさらなる成長を図っていきたい。」

【カーギル社 ジュローム・バスティアン 副会長 のコメント】

「帝人の繊維、フィルム、プラスチックコンパウンドにおける川下への用途展開での豊かな知識は、我々のネブラスカ州ブレア工場の生産拡大にかけがえのない価値をもたらし、急成長するグローバル市場の中で、さらなる増設の検討にもつながるだろう。ネイチャーワークス社は、帝人の技術および最終製品の用途開発に関する専門知識から、大きな恩恵を受けられるものと考えている。ネイチャーワークス社は、帝人との連携により、多くのブランド、小売業者、コンバーターなどの持続可能なソリューションに対するグローバルな関心を、自社のバイオポリマーに向かわせることができるだろう。」

【ネイチャーワークス社 デニス・マックグロウ ＣＥＯ のコメント】

「このたびの提携は、世界初で最大のバイオポリマー製造会社にとって、またひとつ画期的な出来事である。帝人がネイチャーワークス社に投資する理由は、帝人およびその顧客にとって重要なビジネス領域で、我々がリーダーシップを持っているからである。一方、カーギル社が帝人をパートナーとしたのは、世界をリードするポリマー製造会社の１つである帝人の専門技術と、そのグローバルな事業領域を活用できるチャンスと考えたからである。これ以上に魅力ある組み合わせは、我々の業界には見当たらない。」

以    上


＜ 参考 ： 会社概要 ＞

【 ネイチャーワークス社について 】

地球環境に妥協することなく、世界が求める今日的・将来的ニーズに応えていくネイチャーワークス社は、１００％バイオ由来の原料を用いて、石油由来の包装資材や繊維に匹敵するコストと品質を持つ低カーボンフットプリント(二酸化炭素排出量を抑えた)ポリマーを商業ベースで製造した初めての企業である。同社の独自技術を植物中の糖質の加工プロセスに用いて、独自のＰＬＡポリマー（ブランド名：「ＮａｔｕｒｅＷｏｒｋｓ®」「Ｉｎｇｅｏ®」）を創出した。詳しくは、同社ウェブサイトwww.natureworksllc.comへ。

【 帝人について 】

帝人は、１９１８年に日本初のレーヨンメーカーとして発足。化学を基礎とした合成繊維メーカーへの転換を図り、その後、繊維事業で培った化学技術や経験を応用し、フィルム、樹脂、医薬医療、流通・製品、ＩＴなどへ事業領域を広げてきた。２００３年には帝人が持株会社となり、７つの事業を１５０社を超える企業が担う企業グループとして生まれ変わり、化学素材とビジネスソリューションを幅広く提供している。詳しくは、同社ウェブサイトwww.teijin.co.jpへ。

【 カーギル社について 】

カーギル社は、食物、農業およびリスク管理に関する製品とサービスを提供するグローバル企業。世界６６カ国に１５万８０００人の従業員を持つ同社は、顧客と協働し、顧客の成功を支援するために知識と経験を活用することを約束している。詳しくは、同社ウェブサイトwww.cargill.comへ。

【当件に関するお問合せ先】


帝人株式会社  広報・ＩＲ室


（東京）宇佐美（TEL：03-3506-4055、E-mail：y.usami@teijin.co.jp ）


（大阪）本  多（TEL：06-6268-2763、E-mail：n.honda@teijin.co.jp ）


カーギル社


Ann Clark Tucker（TEL：+1-952-742-4057、E-mail：ann_tucker@cargill.com ）








